
 

 

天理高校図書館 202６年 3月 

 20２５年度は、皆さんにとってどのような１年だったでしょうか？長い１年、それと

も短い１年でしたか？ 図書館では、３月９日に最後の図書委員会を開催しまし

た。１年生図書委員は、「おすすめ本紹介」「ポップ作成」「青空図書館」そして、

何より大事な「本を借りて読む」ということに積極的に参加してくれました。ありが

とうございました。 

今月の特集は、１年生図書委員による「推し本」特集です。本につける帯も作

製してくれました。天理高校図書館に展示しています。ぜひ、手に取ってみてくださ

い。 

『余命一年と宣告された君と、 

消えたいと願う僕が出会った話』 

長期貸出期間に図書館の本を

借りた人は、 

4月 6日始業式 

に本を返却してください。 

ご協力をお願いいたします。 

 

〇知らなかった本をたくさん読めたし、図書室で本を探すのが楽しかったで

す。新しい本やマンガ、勉強に関する本まであったので、テンションが上がりま

した。〇たくさん本が読めました。〇図書館は、静かでのんびり楽しめましたし、

本がたくさんあって素敵な場所だと思いました。〇図書委員になったことで、素

敵な天高図書館を利用することができました。色々なジャンルの本や、雑誌が

あるので、新しい出会いができました。〇図書委員じゃなかったら、図書館にそ

んなに足が向かなかったと思うので、やってみて良かったし、とても面白い本に

出会えてよかったです。〇色んな人に会えてよかった。〇図書委員として活動し

てみて、自分の中で見える世界が広がったと思います。今まで読書は自分のお

気に入りの本を繰り返し読むというだけでしたが、図書館で本を借りて読んで

みることで、今まで知らなかったことを知るきっかけを与えてくれて、とても充実

した１年になりました。〇他のクラスの子と関わったり、本のポップを作ったりし

たのが、楽しかったです。他の子がどんな本を読んでいるか知ることができて、

さらに本が好きになりました。〇最初はなんとなく委員会に入り、何をするのか

もわからないまま始まりましたが、「青空図書館」で読み聞かせをしたり、しお

りを作ったりして、楽しく作業ができました。今、僕にとって図書館は、「僕の居

場所」になりました。〇「青空図書館」での読み聞かせやしおり作成は、最初は

めんどくさかったけど、やっていくうちに楽しくできました。〇本に触れる時間が

増えてとてもよかたです。今まで以上に本が好きになりました。〇「青空図書

館」のポスター作製が楽しかった。〇本はたまにしか読まなくて、受験があって

本から離れがちになっていたのですが、委員会活動のおかげで本をたくさん

読むようになり、一年で色んな本に出会うことができました。改めて本を好きに

なりました。〇本をたくさん借りました。 

図書委員からの 

推し本 
この本は、余命一年の少女と生き

る意味を見失った少年の出会いを描

いた切なくも心に残る青春小説で

す。死や記憶といった重いテーマを

扱いながらも、２人が過ごす限られ

た時間の中で見つけていく「希望」や

「生きる価値」が丁寧に描かれてい

ます。感動したい人、命や人生につい

て考えたい人に特におすすめな１冊

です。 

 

森田碧 著  ポプラ社 

蒼井ブルー 著   ＮＨＫ出版 

 

 

 

 

   

図書委員をやってみて思った事（1年生図書委員より） 

図書委員のみなさん、1年間ありがとうご

ざいました！ 

『星を編む』 凪良ゆう 著  講談社 

2023 年本屋大賞になった『汝、

星のごとく』の続編。登場人物たち

の過去やその後が描かれています。 

私は「春に翔ぶ」がおすすめです。

主人公の櫂と暁海を支えてくれた

北原先生の過去の物語が描かれて

います。彼の過去にはどのようなこ

とがあったのか、彼が選んだ生き方

がどう『汝、星のごとく』に繋がっ

ているのか、北原先生の言動や考え

方の変化に注目してみてください。 

 

『こんな日のきみには花が似合う』 

文筆家・写真家の蒼井ブルー氏と、

スタジオジブリ作品などで活躍する

アニメーターの新井陽次郎氏が、1組

の社会人カップルの 1年を 60のエピ

ソードで紡いだ 1冊。告白して付き合

い始めてから、デート中にちょっとモ

ヤモヤしたり、ふと見た横顔に幸せを

感じたり、相手の気持ちがわからなく

て悩んだりする日々が、男性目線の文

章とイラストで綴られています。 

なんでもない日に感じる少しの気

持ちを大切にしてくれる物語です。読

むと心が落ちついて、疲れた日にそっ

と寄り添ってくれる本です。 

 

『そして、君のいない九月がくる』 

天沢 夏目 著  メディアワークス 

謎の死を遂げた恵太の望みを叶

えるために恵太のドッペルゲンガ

ーを名乗るケイに導かれて旅をす

る四人の友だち。恵太の死の原因は

自分にあるのではないかと葛藤す

る四人それぞれの視点で描かれる

物語です。予想もつかない衝撃の結

末です。夏の終わりのさみしさと心

の痛みが重なります。切ない物語が

好きな人におすすめです。 

 

『ふつつかな悪女ではございますが』 

中村颯希 著  一迅社 

七夕の日に、皆から愛されている人

と、嫌われている人が入れ替わってしま

うというファンタジーです。主人公は今

まで優しくしてくれていた人から嫌わ

れてしまうのですが、前向きな気持ちで

努力していて応援したくなります。 

主人公の言動がいつもポジティブで

気持ちがいいです。面白くて 1日で読め

てしまいます。 

 


